






































 口腔癌の所属リ ンパ舗転移に射する治療法として頸部廓清術が行われるが, 原発部位 に癌組織
 の残存や再発があると bar暫ier としてのり ンパ節群 がすでにないので以後のリンパ行性転移に対
 して無防備である。 そこで頸部廓清時に他部位の健全なリ ンパ節を自家移植 し, それが生着 して
 正常に機能すれば2度目の ba蛮eぎ となりうるものと考えられる。
 著者は C3鷺/ 翼e マウス及び W瓶鍵 系ラットを硝 いてリンパ節遊離自家移植を行った場合の
 移殖リンパ籔内リンパ球の動態, すなわち移植リンパ節内リ ンパ球数, サブポピュ レー ショ ン,
 マイ トージュン反応性について経響的に検索を行った。
 〔実験 1〕 C3 狂/薮e マ ウス を爾いて, 摘始 した顎下リ ンパ節を反対姻摘翻創内に弊分割で移植 した場合
 i. 移植リンパ邸内リ ンパ球数について
  Co簸troi (未処置リ ンパ節群) にく らべ移植後i遍ではり ンパ球数は著しく 減少 していたが,
 以後4週までには増舶傾向がみられた。 しか し, 移植後3カ月では再び著 しく 低下 していた。
 2. サブポピュレーションについて
  移植後2週, 3週においてはサブポピュ レーションは Co凱roi と異なっていたが, 4週では
 Co蹴更。互 とほぼ同様であ つた。
 3. マイ トージュ ン反応性について
  移殖後3週, 荏週ではマイ トージュン (CoぬA, PHA, L器) 反応性は非常に弱かった。 移
 植後3カ月ではほとん ど反応 していなかった。
 以上よりC3H/登e マウスにおける葬分割移植リ ンパ舗には退化傾向がみられた。
 〔実験 翌〕 Wist讃 系ラットを馬いて, 摘出 したり抄櫛を反対翻摘鎚創内に2分割 して移植 した場合
 1. 移植リンパ節内リンパ珠数について
  CORt戯 (未処置リ ンパ筋群) にくらべ移穂後i週では著しく減少するが, 以後回復傾向が
 み られ, 移植後3カ月 でもこれらは維持されていた。
 2. サブポピュレーションについて
  移植後生週ではサブポ ピュ レーショ ンは Co揃獄oi とは異っていたが, 2週以後 Coηtroi と同
 様となった。 移植後3カ月 で もそれは維持されていた。
 3. マイ トージェン反応性について
  移植後!週ではマイ トージェン (Co盤A, 費HA, L器) 反応性はいったん低下するが, 4週
 までには回復傾向がみられ, 移穂後3カ月では Co薮troi とほぼ同じ縫であった。
 以上より Wisも梛 系ラットにお ける2分割移植リ ンパ節片 は小さいながらそれぞれ独立 したリ
 ンパ節と して機能 していた。
 したがって, 口腔癌 に対する頸部廓清術後の2度目の barri鍍 と してリンパ節遊離臼家移纏,
 ことに分割移植を施行することは意義あることと考える。







































































































































































































 懸腔癌患者の予後を左右する園子のiつは頸部リ ンパ節転移であり, これに対して頸部駆清術
 が行われている。 備後, 悶部にはリンパ網が形成され, リンパ路が再開するとされている。 しか
 し, 原発巣に癌の残存, 再発があると, 胎rri蟹 としてのリンパ筋群がないために, リンパ行性
 ひいては血行性転移が促進される可能性が大きい。 したがって, 廓清後の衛野に他部位からの健
 全なリンパ節欝を移植 しておけば, 獄後の治療経過に有利であると考えられる。
 本論文はマウス及びラットを顯いて, リンパ節農家遊離移植を行い, 移植リンパ節内のリンパ
 球動態, すなわち, リンパ球数, サブポピュ レーション, マイ トージェ ン反応性を経石的に3カ
 月後まで灘定 し, その土着性を機能面から検討 した ものである。
 実験iはC3H/薮e マウスより摘鐡 した顎下リンパ節を, 反対劉の摘出創内に埋入移植 したも
 のである。 リンパ球数及びサブポ ピュ レーション (マーカーは L鉾 鰹, L沸 2ほ, Ly 5護, 船φ) は
 4週後までに麹復傾鈎がみられたが, マイ トージェン (Co取A, P翼A, L難) 反応性は低下 した
 ままであった。 3カ月後では, リンパ球数は著明に減少 し, マイ トージェ ン反応性も回復せず,
 移植リ ンパ節 は退化傾向 にあることが解った。
 一方, 移植に際してリンパ節を分割 しておくと, 露出面からの血管, リンパ管の再生が迅速で
 生蕃率は ⑳0%に近いとの報告がある。 マウスではり ンパ節が小さく, 分割などの各操作が園離
 であることか ら, 著者は実験璽として Wister 系 ラッ トを 罵 いて, 顎下リンパ節の2分割遊離移
 檀を行っている。 リ ンパ球数は移纏三遍後では著明な減少を示すが, 以後は増加傾陶がみられた。
 サブポピュ レ・一ション (マーカーはW3/i3, W3/25, 0× 8, 艶φ) は2週以後回復していた。マ
 イ トー ジェ ン反応性はi遍後で低'Fを示すが, 4週までには回復 していた。 乙れ らの回復所見は
 3カ月後において も維持されていた。 すなわち, 2分割移植リ ンパ節片 は小さいながらもそれぞ
 れ独立 したリンパ節として生蕎 し, 機能 していることが明確になった。 この回復の経過は, 組織
 学的回復経過に関する報告とほぼ一致 しているものである。
 これらの結果か ら, 著者は, 口腔癌に対する頸部廓清術後の2度目の barごier として, リ ンパ
 籔の細 分割遊離農家 移植は有意義であると結論 している。
 以上, 本論文は, 鷺腔癌のリンパ行性転移に鮒する治療の～助として, リンパ節移植の膏馬牲
 を実験的に明らかに したものであり, 臨床に寄与するところも大である。 よって, 十分学位授与
 に纏するものと認める。
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